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論文内容の要 1::::. 
目

了

本論文は 1 ，嫌気培養酵母のへム蛋白。 IL 酵母におけるミトコンドリアの好気的過応形成時の

P-450の変動。 皿嫌気培養酵母の脂質組成と内膜系， の 3 部より成る。酵母におけるミトコンドリア

の好気的適応形成の現象は高度に組織された機能を営む生体膜の形成という観点から興味のある課題

であるとかんがえ，その機構の解明のために嫌気培養酵母に存在するへム蛋白の性質とその挙動を明

らかにすることを手がかりとした。 1 においてはこれまで同定上のあいまいさを残していた嫌気培養

酵母のへム蛋白についての確立を試み P-450，チトクローム bl)チトクローム C，ペノレオキシダーゼ

が細胞内頼粒結合として存在する乙と，および P-450 ， チトクローム b1 の種々の性質が高等動物肝

ミクロソームに見出されている P--450 ， チトクローム b5 と類似性をもっきとを示した。 E におい

て酵母の p-450 が嫌気培養酵母のもつ非ミトコンドリア型の酸素吸収の系に関与する可能性を示し

た。さらにこのへム蛋白がミトコンドリア形成の促進的条件では急速に減少し，仰制的条件では減少

がさまたげられる乙とを培養および好気適応条件において観察しこれがミトコンドリア膜形成機構と

関連をもつことを示唆した。皿においては脂質分布の面からこれらへム蛋白を結合する頼粒成分の多

種であることを示した。また好気的適応時の脂質の変動を観察した。即ちミトコンドリアの呼吸系の

生成が制制される際にはリン脂質の生成も抑制されることをみたが，この現象と p-450 の変動との関

連は明らかではない。さらにこのへム蛋白を経山する静置培養条件下での酸素利用が酸素依存の脂質

生成すなわちエノレゴステローノレの生成などに関与する可能性を co 阻害条件において観察したが，

この限りでは変化は認められなかった。乙れらへム蛋白の存在および好気適応における変動の意義の

確立は今後に残される。
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論文の審査結果の要旨

酵母のヘト蛋白質は，好気条件下では，チトクローム a， b, C, C 1 型で，嫌気条件下では ab b1 型

として知られているが，本論文では，野生菌と細胞質呼吸欠損菌を用いて嫌気状態のへム蛋白組成を

詳細に研究するとともに，その嫌気状態から好気状態への変換時における乙れらへム蛋白の変化を追

求したものである。その結果の主なものは次に要約される。

1 )好気状態においては，野生菌と呼吸欠損菌のへム蛋白質組成は著るしく異なるが，逆に嫌気状態

では両者が全く同一になって，主な成分はいずれも頼粒に結合すると乙ろのチトクロームパーオキ

シダーゼ，チトクローム bh p-450 および P-420 である。

2 )嫌気的酵母においても，好気的酵母の場合のミトコンドリアと量的に匹適する大頼粒が存在する

が，両者のリン脂質の含量や組成がかなり異っている。乙れに対して小野1粒区分は好気と嫌気とで

大先ーがなく，いずれも主としてリボソームよりなると考えられる。

3 )嫌気状態の酵母を好気状態に移すと，県~l粒に存在していた p-450 が減少し，それに応じて呼吸系

のチトクロームが発見し， ミトコンドリアが形成される。乙の際，阻害剤の添加や高濃度のグノレコ

ースなどでミトコンドリア形成を抑制する手段を構じると p-450 の減少もくいとめられるから，両

者の聞に相関関係が予想されるが，詳細な機構はまだわからない。

以上のように嫌気性酵吋・のへム蛋白組成や椋式ならびにその好気適応下での変動について各種の貴

買な知見が得られたもので， この論文は理学博士の学位論文として十分な価値をもつものと認定す

る。
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